
七
十
四
歳

に
な
っ
た
。

高
齢
に
な
る

に
つ
れ
、
時

が
過
ぎ
る
の

が
速
い
。
蒸
し
暑
さ
を
忘

れ
る
速
さ
な
ら
い
い
が
、

八
十
年
前
の
九
月
二
日
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
▼
筆

者
は
八
月
十
五
日
を
「
終

戦
」
と
書
か
な
い
。
以
降

も
戦
闘
等
で
命
を
失
っ
た

人
も
居
る
し
、
国
際
的
に

は
米
戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
艦

上
で
降
伏
文
書
に
調
印
し

た
九
月
二
日
が
そ
れ
だ
か

ら
だ
▼
そ
し
て
、
そ
の
翌

日
の
午
前
九
時
ニ
十
分
、

カ
ニ
ン
ガ
ム
准
将
以
下
米

兵
三
千
六
百
名
が
館
山
湾

に
上
陸
、
四
日
間
の
直
接

軍
政
を
敷
き
、
占
領
軍
は

全
国
向
け
に
「
三
布
告
」

を
予
定
し
て
い
た
。
公
用

語
は
英
語
、
反
抗
者
処
罰
、

円
を
廃
止
し
軍
票
を
法
貨

な
ど
と
あ
り
、
日
本
側
は

必
死
に
抵
抗
、
三
日
の
朝

六
時
に
保
留
、
正
午
に
取

り
消
さ
れ
た
。
三
日
の
九

時
過
ぎ
に
館
山
上
陸
な
の

で
緊
迫
の
攻
防
だ
っ
た
ろ

う
▼
最
近
、
日
本
の
戦
争

犯
罪
を
矮
小
化
、
捏
造
と

ま
で
公
言
す
る
国
会
議
員

が
居
る
。
筆
者
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
批
判
を
す
る
が
、
口
汚

い
コ
メ
ン
ト
も
頂
く
。
だ

が
、
こ
う
し
た
先
人
の
苦

労
を
思
え
ば
、
歴
史
を
捻

じ
曲
げ
て
は
い
け
な
い
。

て
い
る
。

戦
後
80
年
に
な
る
今
年

８
月
15
日
、
「
戦
争
へ
の

道
を
許
さ
な
い
千
葉
連
絡

会
」
に
よ
る
「
反
戦
リ
レ
ー

ト
ー
ク
」
が
JR
千
葉
駅
前

で
行
わ
れ
た
。

房
総
の
会
（
退
職
女
性

ふ

さ

教
職
員
の
会
）
、
新
社
会

党
千
葉
県
本
部
、
社
会
民

主
党
千
葉
県
連
合
、
憲
法

を
活
か
す
会
・
千
葉
県
協

議
会
、
Ｉ
女
性
会
議
、
日

本
音
楽
協
議
会
ら
の
メ
ン

世
界
で
は
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
バ
レ
ス
チ
ナ
・

ガ
ザ
地
区
殲
滅
攻
撃
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
軍
事
ク
ー

デ
タ
ー
が
続
行
し
て
い
る
。

日
本
で
も
「
安
全
保
障

環
境
が
変
わ
っ
た
」
「
台

湾
有
事
に
備
え
て
」
な
ど

と
、
南
西
諸
島
に
ミ
サ
イ

ル
基
地
を
建
設
す
る
な
ど

平
和
憲
法
を
無
視
し
て
軍

備
の
増
強
を
着
々
と
進
め
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週
刊 新社会

バ
ー
が
次
々
に
反
戦
を
訴

え
た
。

参
加
者
の
男
性
は
「
私

は
75
歳
に
な
り
ま
す
が
、

若
い
頃
、
伯
父
か
ら
『
南

洋
の
ウ
エ
ー
キ
島
に
駐
留

し
て
い
た
時
、
あ
る
兵
隊

が
暑
く
て
暑
く
て
、
つ
い

将
校
用
の
ビ
ー
ル
を
盗
ん

で
、
後
で
飲
も
う
と
砂
に

埋
め
て
お
い
て
、
こ
れ
が

見
つ
か
っ
て
処
刑
と
な
っ

た
。
銃
殺
は
弾
が
も
っ
た

い
な
い
の
で
、
ド
ラ
ム
缶

に
入
っ
て
い
ろ
と
の
命
令

で
、
２
週
間
ぐ
ら
い
で
死

ん
で
し
ま
っ
た
。
兵
隊
は

人
間
扱
い
さ
れ
な
い
』
と

い
う
今
で
は
信
じ
ら
れ
な

い
話
を
聞
か
さ
れ
た
。
も

う
、
こ
ん
な
話
が
で
き
る

人
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
房
総
の
会
の
人
た
ち

の
よ
う
に
紙
芝
居
に
し
て

語
り
継
ぐ
の
は
大
切
な
事

で
す
ね
」
な
ど
と
語
っ
た
。

被
爆
80
周
年
原
水
爆
禁

止
世
界
大
会
・
広
島
大
会

が
８
月
４
日
か
ら
６
日
ま

で
広
島
市
で
開
催
さ
れ
た
。

県
立
総
合
体
育
館
で
の

開
会
総
会
に
は
２
２
０
０

人
が
参
加
し
た
。
日
本
被

団
協
の
箕
牧
智
之
さ
ん
か

ら
被
爆
者
の
訴
え
が
あ
り
、

高
校
生
平
和
大
使
か
ら
高

校
生
一
万
人
署
名
活
動
の

報
告
が
あ
っ
た
。
秋
葉
忠

利
現
地
実
行
委
員
会
代
表

委
員
は
核
廃
絶
を
力
強
く

訴
え
た
。

３
日
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
）
の
メ
リ
ッ
サ
・
パ
ー

ク
事
務
局
長
は
「
原
爆
投

下
は
80
年
に
も
及
び
た
く

さ
ん
の
人
に
何
世
代
に
も

わ
た
っ
て
被
害
を
与
え
て

い
る
」
と
し
、
「
核
兵
器

訂
正
と
お
詫
び

前
号
の
「
展
望
」
欄
の

「
偏
頗
」
の
読
み
は
「
へ

ん
ぱ
」
が
正
当
で
す
。

日
本
軍
国
主
義
に
よ
る
侵
略
戦
争
で
日
本
人
３
１
０
万
人
以
上
、

ア
ジ
ア
地
域
で
２
０
０
０
万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
だ
し
た
戦
争
が
敗

戦
に
終
わ
っ
て
80
年
が
経
過
し
た
。

８
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
で
反
戦
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た
。

教え子をふたたび戦場に送るな 紙芝居で訴える房総の会（退職女性教職

員の会）のメンバー ＝８月15日JR千葉駅前

防衛費の推移

2022年度 ５兆４千億円

2023年度 ６兆８千億円

2024年度 ７兆９千億円

2025年度 ８兆７千億円

2027年度までにGDP比２％とする

と11兆円以上になる。世界第3位

の軍事大国となる。現在は1位ア

メリカ、2位中国、3位ロシア、日

本は10位。

が
使
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
今

ま
で
に
な
く
高
く
な
っ
て

い
る
。
今
後
の
80
年
が
安

全
で
あ
る
と
は
、
核
兵
器

が
存
在
す
る
以
上
、
言
え

な
い
。
核
廃
絶
に
向
け
て

動
き
出
す
べ
き
だ
」
と
強

調
し
、
日
本
は
核
兵
器
禁

止
条
約
を
批
准
し
、
核
兵

器
禁
止
条
約
締
結
国
会
議

へ
参
加
す
る
よ
う
求
め
た
。

「
ま
と
め
集
会
」
で
は
、

「
こ
の
会
場
は
爆
心
地
か

ら
50
ｍ
の
距
離
。
被
爆
者

の
声
が
聞
こ
え
る
。
二
度

と
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
」

「
核
の
廃
絶
を
実
行
す
る
」

と
大
会
事
務
局
か
ら
発
せ

ら
れ
、
参
議
院
選
で
「
核

武
装
が
最
も
安
上
が
り
で

最
も
安
全
を
強
化
す
る
策

の
一
つ
だ
」
と
言
っ
た
参

政
党
を
批
判
し
、
地
球
上

か
ら
核
兵
器
を
な
く
す
こ

と
を
強
く
訴
え
閉
幕
し
た
。

【
宮
川
】

核
も
戦
争
も
な
い
平
和
な
世
界
へ

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
・
広
島
大
会
に
参
加
し
て

開会総会は広島市グリーンアリーナで開催



先
日
、
妻
の
希
望
で
大

阪
万
博
と
大
阪
城
周
遊
に

行
っ
て
き
た
。
次
男
が
新

幹
線
は
じ
め
チ
ケ
ッ
ト
取

得
、
ホ
テ
ル
予
約
、
道
案

内
（
新
大
阪
か
ら
地
下
鉄
、

万
博
会
場
ま
で
）
を
し
て

く
れ
て
私
た
ち
夫
婦
は
後

か
ら
つ
い
て
行
く
だ
け
で

ど
こ
の
駅
を
歩
い
て
い
る

の
か
全
く
わ
か
ら
な
く
万

博
会
場
に
着
い
た
。

万
博
の
シ
ン

ボ
ル
大
屋
根
リ

ン
グ
は
、
税
金

の
無
駄
遣
い
と

言
わ
れ
ゼ
ネ
コ

ン
大
手
の
大
林

組
、
清
水
建
設
、

竹
中
工
務
店
が

約
３
５
０
億
円

を
か
け
建
設
し
、

万
博
閉
幕
後
は

ま
た
何
十
億
円
か
か
る
か

不
明
だ
が
解
体
さ
れ
家
具

や
他
の
建
築
物
に
利
用
さ

れ
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
さ
れ

る
そ
う
だ
（
つ
ま
り
薪
で

燃
や
す
）
。
木
造
建
築
物

で
作
り
は
大
変
り
っ
ぱ
で

あ
る
。
同
じ
よ
う
な
木
造

建
築
物
で
京
都
を
代
表
す

る
世
界
遺
産
の
「
清
水
の

舞
台
」
と
ど
こ
と
な
く
同

じ
よ
う
な
構
造
に
見
え
た
。

「
日
本
国
憲
法
が
作
ら

れ
た
の
は
連
合
国
軍
に
よ

る
占
領
下
の
時
期
で
、
日

本
人
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
と
は
い

え
な
い
。
日
本
は
も
う
一

度
豊
か
で
希
望
に
満
ち
た

国
に
す
る
に
は
皆
で
一
か

ら
創
り
な
お
す
こ
と
が
必

要
」
と
参
政
党
は
主
張
す

る
が
日
本
国
憲
法
は
終
戦

直
後
の
１
９
４
６
年
の
２

月
４
日
か
ら
12

日
ま
で
の

９
日
間
に
、
連
合
軍
総
司

令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
は
日
本
進
駐
草
々
、

日
本
政
府
に
対
し
て
憲
法

改
正
に
つ
い
て
早
急
に
検

討
す
る
よ
う
に
求
め
た
。

し
か
し
、
幣
原
内
閣
が

設
置
し
た
松
本
烝
治
国
務

大
臣
を
長
と
す
る
委
員
会

一
方
は
１
２
０
０
年
以
上

の
長
い
歴
史
が
あ
り
、
今

も
な
お
修
学
旅
行
の
コ
ー

ス
な
っ
て
い
る
。
建
築
家

が
世
界
的
建
築
物
で
あ
る

と
い
っ
て
も
資
本
主
義
は

ゼ
ネ
コ
ン
大
手
が
儲
か
れ

ば
い
い
の
で
あ
る
。

解
体
し
同
じ
場
所
に
今

度
は
Ｉ
Ｒ
（
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）
Ｍ
Ｇ
Ｍ
大
阪
が
建
設

さ
れ
２
０
３
０
年
開
業
予

定
だ
。
ま
た
も
巨
額
の
税

金
が
使
わ
れ
る
。

次
の
日
、
大
阪
城
に
向

か
っ
た
。
私
は
万
博
よ
り

大
阪
城
を
見
た

か
っ
た
。

１
５
８
３
年

豊
臣
秀
吉
が
築

城
を
始
め
、
大

阪
の
陣
で
内
堀

が
埋
め
ら
れ
豊

臣
軍
は
真
田
昌

幸
が
最
後
ま
で

抵
抗
し
た
が
、

徳
川
軍
の
大
砲

に
よ
り
天
守
閣
は
焼
失
し
、

秀
頼
と
淀
殿
は
自
害
し
豊

臣
家
は
滅
亡
し
た
。

そ
の
後
徳
川
幕
府
が
再

建
し
１
０
０
ト
ン
を
超
え

る
石
垣
は
徳
川
の
軍
事
力
、

権
力
、
財
力
が
他
の
藩
を

圧
倒
し
幕
府
に
反
旗
を
翻

す
こ
と
を
諦
め
さ
せ
徳
川

幕
藩
体
制
が
２
６
０
年
間

続
い
た
。

「
次
は
京
都
へ
行
こ
う
」

と
妻
が
言
う
。

【
和
田
】

（2）2025年9月 新 社 会 (1988年1月18日第3郵便物認可)

菊
の
宴
は
「
重
陽
」
（
ち
ょ
う
よ
う
）
の
傍
題
。

旧
暦
九
月
九
日
の
節
句
の
こ
と
。
陽
の
数
字
で
あ
る

九
が
重
な
る
こ
と
を
め
で
た
し
と
し
て
、
「
重
陽
」

と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
頃
は
菊
の
花
の
盛
り
で
も
あ

る
の
で
、
菊
の
節
句
と
も
。
ま
た
、
正
月
七
日
の
人

日
（
じ
ん
じ
つ
）
を
は
じ
め
、
五
節
句
の
一
つ
で
も

あ
る
。
中
国
で
は
「
登
高
」
と
称
し
て
丘
な
ど
の
高

い
所
に
登
っ
た
り
、
長
寿
を
祈
り
菊
の
花
を
浮
か
べ

た
菊
酒
を
飲
む
。

菊
の
宴
上
座
を
占
む
る
長
寿
眉

水
明

の
提
出
し
た
草
案
は
、
明

治
憲
法
と
大
し
て
変
わ
ら

な
い
内
容
の
も
の
で
、
マ
ッ

カ
ー
サ
ー
は
こ
れ
を
却
下

し
た
。
確
か
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が

中
心
に
な
り
作
ら
れ
た
新

憲
法
で
は
あ
る
が
、
当
時

多
く
の
国
民
は
「
こ
れ
で

戦
争
が
な
く
な
り
平
和
な

世
の
中
が
や
っ
て
く
る
」

と
、
嬉
々
と
し
て
受
け
入

れ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
に

な
っ
て
「
押
し
付
け
ら
れ

た
憲
法
だ
か
ら
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

の
は
お
門
違
い
で
あ
る
。

日
本
国
憲
法
の
柱
は
、

国
民
主
権
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
、
平
和
主
義
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
参
政
党
の

憲
法
案
で
は
、
国
體
と
国

こ
く
た
い

民
参
加
、
権
利
の
基
盤
と

し
て
の
公
益
、
自
由
と
平

和
の
追
求
と
あ
る
。
国
體

と
は
国
の
在
り
方
、
す
な

わ
ち
資
本
主
義
社
会
体
制

の
こ
と
で
あ
り
、
「
国
體

護
持
」
の
名
の
も
と
に
こ

れ
ま
で
ど
れ
だ
け
多
く
の

国
民
が
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
、
命
を
奪
わ
れ
て
き
た

こ
と
か
。

そ
し
て
天
皇
に
つ
い
て

の
条
項
で
は
「
日
本
は
天

皇
の
し
ら
す
君
民
一
体
の

国
家
で
あ
る
」
と
す
る
。

こ
れ
は
現
憲
法
の
「
象
徴

天
皇
」
か
ら
「
天
皇
主
体

の
も
と
に
国
民
は
従
え
」

と
い
う
、
明
治
憲
法
そ
の

も
の
で
あ
る
。

ま
た
「
国
は
主
権
を
有

し
、
独
立
し
て
自
ら
決
定

す
る
権
限
を
有
す
る
」
と

す
る
。
こ
れ
で
は
国
民
主

権
で
は
な
く
な
り
、
国
か

ら
の
「
押
し
付
け
政
治
」

と
な
っ
て
し
ま
う
。

日
本
体
育
大
学
の
清
水

雅
彦
教
授
（
憲
法
学
）
は

「
憲
法
の
基
本
概
念
を
理

解
せ
ず
、
素
人
が
つ
く
っ

た
草
案
。
戦
前
回
帰
と
指

摘
さ
れ
る
が
、
大
日
本
帝

国
憲
法
に
も
及
ば
な
い
お

粗
末
な
内
容
だ
」
と
前
置

き
し
、
「
市
民
革
命
後
に

国
家
権
力
を
縛
る
た
め
に

つ
く
ら
れ
た
の
が
憲
法
だ

が
、
草
案
は
反
対
に
国
家

権
力
の
肥
大
化
を
招
く
。

権
利
や
自
由
の
根
拠
が
明

記
さ
れ
な
い
こ
と
で
、
保

障
が
さ
れ
な
く
な
る
恐
れ

が

あ

る

」

と

指

摘
し

、

「
国
民
、
非
国
民
を
分
け
、

差
別
と
分
断
を
も
た
ら
す
」

と
危
ぶ
む
。

私
た
ち
憲
法
を
活
か
す

会
・
千
葉
県
協
議
会
は
こ

の
よ
う
な
憲
法
草
案
を
有

す
る
政
党
が
勢
力
を
伸
ば

す
こ
と
に
恐
ろ
し
さ
と
と

も
に
強
い
危
機
感
を
持
つ
。

改
め
て
改
憲
阻
止
に
向
け

て
力
を
つ
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

【
菅
原
】

企

画

行

事

と

し

て

、

「
房
総
の
会
」
が
平
和
学

ふ

さ

習
と
兼
ね
て
開
催
し
た
、

学
童
殉
難
（
米
軍
機
に
よ

る
機
銃
攻
撃
で
市
原
市
内

の
学
童
が
死
亡
）
の
紙
芝

居
と
、
こ
の
慰
霊
活
動
を

長
く
続
け
て
い
る
語
り
部

の
大
澤
和
子
さ
ん
の
お
話
。

さ
ら
に
市
原
弁
に
よ
る
民

話
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
後

中
村
美
和
さ
ん
と
友
だ
ち
の

若
者
に
よ
る
ウ
ク
レ
レ
と
歌

を
聞
き
、
愛
と
平
和
の
歌
に

癒
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
恒
例
に
な
っ
て

い
る
熊
谷
美
重
子
さ
ん
と
お

友
達
『
タ
ン
ポ
ポ
』
の
ウ
ク

レ
レ
・
ギ
タ
ー
・
ア
ル
バ
と

歌
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
日
本
被
団
協

事
務
局
次
長
の
児
玉
三
智
子

さ
ん
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。

「
市
原
平
和
の
つ
ど
い
第
34

回
原
爆
の
絵
展
」
を
８
月
２
日

～
４
日
の
３
日
間
、
市
内
の
五

井
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

展
示
内
容
は
市
民
が
描
い
た

「
原
爆
の
絵
」
と
高
校
生
が
被

爆
者
の
体
験
を
聞
い
て
描
い
た

「
原
爆
の
絵
」
、
そ
れ
に
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
原
爆
写
真
、

ポ
ス
タ
ー
、
戦
争
遺
品
な
ど
。

児
玉
さ
ん
は
、
核
の
廃
絶

に
は
危
機
感
を
持
っ
て
「
声

を
上
げ
て
欲
し
い
。
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て

声
を
出
し
て
行
動
す
れ
ば
作

る
こ
と
も
使
う
こ
と
も
な
く

す
こ
と
も
人
間
な
ら
で
き
る
」

な
ど
と
訴
え
ま
し
た
。

今
回
34
回
目
を
無
事
開
催

で
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
継

続
し
、
語
り
継
い
で
い
く
た

め
に
は
是
非
と
も
若
者
の
参

加
が
必
要
で
す
。

【
星
野
】

参政党憲法構想案に強い危機感
憲法を活かす会・千葉県協議会

熊谷美重子さんとタンポポによる歌と演奏＝８月３日

さようなら原発 ９月２３日（火・休）

代々木公園Ｂ地区

週刊新社会を購読しませんか

戦
後
80
年
の
節
目

市
原
第
34
回
原
爆
の
絵
展


